
おわりに 

 

 本研究は、インクルーシブ教育システムの理解啓発という大きなテーマを課題として本

研究所と 10 の県市が取り組んだものである。それぞれの県市はそれぞれの課題を持って集

まっており、正直に言えば「寄せ集めの研究」になってしまう危惧もあった。しかし、そ

れは、研究１年次の第１回研究推進プログラムの時点で全くの杞憂であることがわかった。 

各県市の課題意識は明確であり、地域実践研究員は積極的に相互に交流し、それぞれの良

さを学び、自らの研究に取り入れていた。インクルーシブ教育システムを構築するという

大きな旅の途上にあって、それぞれの課題を持ちながらも共通項をさがし、同じ方向を目

指そうとする地域実践研究員の姿は力強いものであった。そして、それぞれから提出され

た研究報告は、地域の課題解決に活用できるだけではなく、全国の自治体の参考になるも

のばかりであった。 

全国に 1,800 近くある都道府県や市区町村は、どれ一つ同じものはない。したがって、

他の自治体の好事例を、単純に模倣するだけではうまく機能しないのは言うまでもない。

その意味では、本研究の成果もそのままでは活用できないかもしれない。しかし、それぞ

れの県市の課題設定の在り方、解決の過程、目指す教育の姿など、本研究を構成するそれ

ぞれの研究から、各自治体にとって参考になることが多いと思われる。 

インクルーシブ教育システムが子ども一人一人に応じることを基本とするように、一つ

一つの自治体の実態や課題にあった取組が有るはずである。本研究の 10 の県市の取組を参

考にしていただき、全国の自治体が、それぞれにあったインクルーシブ教育システムの構

築に、引き続き取り組んでいただけることを期待しつつ、本研究成果報告書を送り出した

いと思う。 
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